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の
地
方
支
配
と
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力
基
盤
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十
世
紀
に
中
園
の
支
配
下
か
ら
濁
立
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
、
最
初
の
長
期
王

朝
た
る
李
朝
(
一

O
O九
|
一
一
一
一
一
五
〉
は
、
中
図
式
園
家
の
外
観
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
紅
河
デ
ル
タ
内
部
に
す
ら
半
濁
立
在
地
勢
力
が
割
嬢
し
、
園
家
的
治

水
事
業
な
ど
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ

ま
で
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
次
の
陳
朝
(
一
二
二
五
1

一四

O
O
)
後
期
に

は
じ
め
て
科
翠
官
僚
暦
が
登
場
し
、
紅
河
デ
ル
タ
の
中
央
集
権
的
、
官
僚
制
的
、

領
域
的
な
支
配
が
質
現
に
向
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
が
、
今
回
は
、
前

記
の
紋
況
の
中
で
李
朝
様
力
の
在
地
勢
力
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
、
李

朝
の
支
配
陸
制
は
何
を
基
盤
と
し
て
い
た
の
か
を
、
主
に
地
方
支
配
の
観
貼
か

ら
考
察
す
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
李
朝
が
官
僚
制
的
に
地
方
を
直
接
支
配
し
て
い
た
記
録
は

ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
紅
河
デ
ル
タ
か
ら
南
方
へ
の
通
路
に
蛍
る
清
化
、
北
部
山

地
の
要
衝
富
良
な
ど
に
王
家
の
家
産
制
的
支
配
の
形
跡
が
見
ら
れ
、
中
園
へ
の

主
要
通
路
や
北
部
山
地
の
産
金
地
帯
の
在
地
首
長
と
の
関
係
に
は
特
別
な
関
心

が
携
わ
れ
て
い
る
。
一
方
嘗
時
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
中
園
へ
の
朝
貢
品
の
獲
得
を

重
親
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
て
李
朝
王
権
は
、
農

業
の
進
歩
に
依
接
す
る
側
面
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
も
の
の
、
な
お
土
地
の
支
配
で

は
な
く
交
易
ル
1
ト
と
交
易
〈
朝
貢
〉
品
産
地
と
の
支
配
を
重
要
な
基
盤
と
す

る
と
い
う
東
南
ア
ジ
ア
的
色
彩
を
色
濃
く
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
代
長
安
城
と
城
南
の
開
設

妹

尾

達

彦

唐
代
の
園
都
・
長
安
の
域
内
に
お
け
る
都
市
構
造
の
蝿
変
化
に
針
謄
し
な
が

ら
、
そ
の
近
郊
の
土
地
利
用
が
進
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
、
特
に
、
南
郊
の
開
設

に
焦
黙
を
嘗
て
て
論
じ
る
の
が
、
嘗
愛
表
の
目
的
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
、
唐
代
後
半
期
に
、
域
内
街
東
中
北
部
に
か
け
て
官
入
居
住
地

区
の
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
、
官
人
の
品
階
別
邸
宅
分
布
、
邸
宅
規
模
・
構

造
、
邸
宅
管
理
方
法
等
の
襲
遷
を
踏
え
な
が
ら
整
理
し
、
こ
の
様
な
街
東
官
僚

街
の
形
成
と
併
行
し
て
、
長
安
城
の
東
郊
と
南
郊
が
、
域
外
開
設
の
一
等
地
と

な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
、
長
安
を
核
と
す
る
城
市
・
交
通
・
水

利
網
を
基
盤
と
し
た
、
開
中
卒
野
全
鐙
の
土
地
開
設
の
進
行
を
概
観
し
た
上

で
、
開
中
開
設
の
中
心
に
位
置
す
る
長
安
城
と
そ
の
周
透
の
立
地
上
の
特
徴

を
、
自
然
環
境
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
。

そ
し
て
、
長
安
城
か
ら
、
距
離
に
し
て
蛍
時
の
片
道
一
日
交
通
聞
に
属
す

る
、
秦
嶺
北
麓
沿
い
の
東
郊
や
南
郊
、
西
郊
の
土
地
利
用
を
、
荘
園
、
産
業、

名
勝
、
水
利
施
設
、
墓
地
な
ど
の
分
布
か
ら
復
原
し
、
宋
代
に
唐
代
の
長
安
城

南
郊
の
遺
跡
を
巡
歴
し
た
張
穫
の
『
遊
城
南
記
』
に
基
づ
き
、
特
に
唐
代
後
宇

期
に
お
け
る
長
安
減
南
郊
の
開
裂
吠
況
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
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